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大 困さ んは ５５ 歳、 女性。 仕 事 ほレ ジ係 で、 い っも 滑らか なタッ チで 佳事 を して

い ます。 最 近、 宥 手 にし びれや 痛み を感 ｃる よう になりま した。

【抽艶を期待する項 則

１）レジを 材つ際１こ作用 する 手お よ び手掌部 の筋肉 ・腱お よび 関節。

２）しぴれ と は？； 通常 しび れ感 と は ビリ ビリ ・ ジンジ ン感 であり 感覚 障 害で あ

る。 一 方、 しび れて動 か 荏い とも いう。 これ は、 運 動 障害も 伴っ てい る。 人

に よっ て表 現カ§異な る。 しび れの 原因 は、 感 覚障害、 運動 障 害、 感覚 斗運 動

障 害、 血行 障害の いず れ か。

３）手掌部のしびれの原因の鑑別；末梢神経障審 （頚権症性神経根症、 上腕神経障

害、 胸郭 出口症侯 群、 肘 部管 症侯 群な ど） と 中

枢神経障審 （頚椎症性脊髄症、 多発性硬化症、

筋萎縮性 側索硬 化症、） の 鑑別。

４）前腕 から 手掌部 の ３っ の末 梢神 経 （正 中、 穣 骨、 尺 骨神 経） の 解剖 ・ 走行・

機 能 （運 動と 感覚） につい て。
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次第 に、 その しび れは、 夜聞 ・起 床時 に強く 生ず る ことが 多く、 手 を振 る

こ と で楽 になり ます。 心 配にな り整 形外科 を 受診 しま した。 医師 は、 医療 面接と

身 体所 見 をとり ま した。

【描出を期待する項目】

王）しびれによる 細 Ｌ障害

２）間 診 内容 （外 傷歴、 基礎疾 患、 仕事 内容）

３）上 肢 の神 経所見 ；反 射・感 覚・ 筋カ ・筋 萎縮

４）頚 権 痘性神 経根症 と の鑑別 ；Ｓｐ㎜ｈ公ｇ拍ｓｔ（徒 手誘発 検 査）

５）円 回 内鰯 症候群（脾 ㎝包をＯｒＳｙｎ血Ｏ醐）との 鑑別

６）手および手麗節の外観

７）手根管症侯群の誘発試験；
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診 察 の 結果、 太 閏さん は、 診断名 を告 ばられ、 さ らに検 査が 必要 と説 明さ れ漢 し

危
。

シー ト３

診察結果

・外 傷 歴や 基礎 疾患な し

・ 仕 事 は、
レ ジ 係

、 ５ 年
。

しび れの 範囲 は、 宥 手掌側 の母指 か ら環指 の穣側 半分 で ある。
・母 指 球の 筋萎 縮、 母指 の対 立筋力 お よび短 母指外 転筋力 の 低下。

・手 麗節 を屈 臨すると しびれ が増強 す る。

・ 手 関節 部掌 側の叩 打によ る手指 へ の放散 痛あ り。

・ 穣骨 動 脈の抽 動は良 好 で、 左有と も 手掌 部は暖 がい。

・ 射 の屈 曲、 回 内などで、 肘周 麗の痛 みや放散 痛な し。

・ 反 射 ； 正 鴬。

・ 膀 胱 ・ 直 腸 障 害 な し。

・ Ｓｐ ㎜ Ｈｎｇｔｅｓ右； 陰≠性

・ 頚 椎お よび 手の 叉 線 写真 ；い ずれ も異 常な し。

【描出を期待する項 則

１）正申神経の障害

２）手根管痘侯群の診断

３）季根管症侯群の誘発試験

４）手根管の解剖

５）重複 神 経圧 追症侯 群 （ａｏｕｂ１ｅｃ蝸ｓｈｓ皿 湿ｏ皿ｅ）

６）電気生理学的検査の意義
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医 師か ら検 査結果 の説 明が ありま し危。

運動 神経 伝導 遠度検 査： 宥側 ； 潜時 ６．０㎜ｓ

左側 ； 潜時 ３．４ 醐

感覚神経伝導速度検査：宥側；神経伝導速度計測できず

左 側 ：神 経伝 導遠度 ５４ 皿／ｓ

こ の後、 診 断と 治療 法 にっい て説 明か あり漢 した。

【抽出を期待する項 帥

１）電気生理学的検査の評価

２）手根管症侯群の診断と病期分類

３）手根管症侯群の原因

４）手根管の解剖

５）治 療方 法： 保存、 手 術




